
令和６年度

「笹っ子COCOLOプラン」
～不登校の焦点化～





「笹っ子 十の約束」

一 にこにこ元気にあいさつします
二 はっきりと返事をします
三 整理整頓・後しまつをしっかりします
四 時間を守り、きびきびとした行動をします
五 そうじは、しゃべらずもくもくとします
六 授業中はしせいをよくします
七 くつはきちんとそろえます
八 ろう下や階段は静かに歩きます
九 先生の話には集中します
十 何事にも意欲的にわくわく取り組みます

そして、やるべきこと、やってはいけない
ことをよく考えて行動します。



「笹っ子 十の約束」

◇一つ一つの約束は、協調性、思いやり、自制
心、勤勉性などの非認知能力を育てます。子供
たちが将来、実社会に出た時に必要となる力
◇（１０）の「そして、やるべきこと、やって
はいけないことをよく考えて、やりたいことを
実現しよう。」は、いじめの撲滅、問題行動の
抑止など、デジタルシティズンシップにつなが
る。
◇各御家庭や地域社会に、同一歩調で子どもの
育成にあたり「いつでも、どこでも、だれから
も」 同じことを言われる環境づくりへの協力



「にこにこ」いつも明るく元気なあいさつを。「あいさつ
のあは？明るく、いは？いつも、さは？先に、つは？続け
る」
「きびきび」きびきびと行動し、時間を守って生活する。

「わくわく」わくわくと、何事にも意欲的に取り組む。
PBL型の学習では、自分で取り組みたい課題を見つけて、
クラスのみんなで課題を解決する。「おもしろそう」「や
りがいがありそう」「やればできそう」と思うことなら危
険なことや、人が悲しむこと、お金がかかり過ぎることの
３つを除けば、どんなことを課題にしてもかまわない。







様の講演資料より引用



不登校解消の手立て
誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策
「笹っ子 COCOLOプラン」

～友達がいる。給食がおいしい。授業がたのしい。先生がやさしい。～
この４つの「子どもの実感」を合い言葉に！

（１）いじめの根絶
①いじめ防止基本方針に基づく教育活動の展開（未然防止・早期発見・対応・解決）
②確実ないじめ認知報告の確実な実施（記憶より記録、いじめと感じた子供の立場で）
③いじめ問題等対策委員会・校内委員会・学校教育相談体制の充実
④毎月のいじめアンケートの実施とその対策の迅速な実施
⑤道徳教育の充実による豊かな心の育成（道徳科による考え、議論する道徳）
（２）家庭・地域社会との連携
①戸田市P連家庭教育宣言動との連携
②SSWを活用した笹目中学校・幼稚園・保育園との連携・協働
③ｂ＆ｇ・コミュニティ･スクール・民生児童委員連絡協議会・学校応援団・プリム
ローズ・コンパルとの連携・協働

④地域で学び地域を学ぶ地域学習の充実
（３）特別活動の充実による望ましい集団の育成
①安心して生活できる支持的風土のある学級（学級経営の充実）
②児童会活動等の活性化（委員会活動、クラブ活動、児童集会等）
③学校行事等（音楽朝会含む）の厳選・重点化と充実
④ボランティア教育・福祉教育の推進（ボランティア活動の実践）



不登校解消の手立て
誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策
「笹っ子 COCOLOプラン」

～友達がいる。給食がおいしい。授業がたのしい。先生がやさしい。～
この４つの「子どもの実感」を合い言葉に！

（４）カラフル教育の推進
①多様性を尊重し、柔軟な対応により一人一人を大切にした教育の推進
②人権感覚育成プログラムを活用した人権教育の充実
③いじめ防止基本方針に基づく教育活動の展開
④障害に対する正しい理解を深め、自立を援助する教育活動の推進
（５）さくらんぼ学級（特別支援学級）と交流学習（交流及び共同学習）の充実
①一人一人の障害の状態等に対する教育的ニーズに対応してきめ細かな指導
②特別支援学級への理解を進める啓発活動（児童、保護者、地域社会）
③さくらんぼ学級も通常学級も互いに尊重しあえる交流学習
（６）特別支援教育の視点に立った授業の推進（授業のユニバーサルデザイン化）
①「すっきり」「はっきり」「みえる化」「つながり」「学び合い」のある授業
②適切な集団への指示と適切な個別対応の充実（ICT活用）
③発問・説明・指示の簡潔化と教室環境の整備（前面すっきり、整理整頓）
（７）就学相談、就学支援体制の充実
①特別支援教育コーディネーターを中心とした特別支援教育・就学相談体制の充実
②配慮を要する児童の把握と共通理解及び早期からの保護者との教育相談、就学相談
③未来を担う、とだっ子が誰一人取り残されないための新たな居場所であるパレット
ルームの活用



ぱれっとルームについて（児童・保護者向け）

１ ねらい ・不登校児童等が、学校生活等に対してより意欲的になること
ができる。
・学習やコミュニケーションを通し、学校生活の充実を図る。

２ ぱれっとルーム活用の考え方
（１）当該児童の生活や活動の場
（２）授業中に一時的なクールダウンが必要となった児童の居場所
（３）教職員やスクールカウンセラー等の教育相談の場
３ 教室環境 別紙（写真）
４ ルール
①ここに来たら自分でやりたいことを決めてやる。
（１）学習（AIドリル、復習、予習、音楽、読書など）
（２）運動（校庭を走る、なわとびなど）
（３）コミュニケーション（友達、先生と話す）
②あいさつ、返事をする
（１）来たときは「こんにちは。」
（２）体調が悪いときはすぐに先生に言う
（３）帰るときは「さようなら」
③人に迷惑をかけない
（１）人のものを勝手に使わない
（２）人の嫌がることをいわない
（３）嫌なことがあってもたたいたりしない



ぱれっとルーム活用ガイドライン
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